
■ 設置の背景、⽬的
世界中で頻発する異常気象は、⾷料価格の⾼騰や⾷料在庫率の低下を引き起こし、⾷料⽣産に⼤きな影響を与
えています。そのため今後⼈⼝が増加し経済成⻑が望めない地域では、⾷料危機が⽣じる事は必然です。⼀⽅、
我が国でも⾼齢化が進み農業従事者が減少しているため、どのように若い世代に農業を継続していくかが⼤き
な課題となっています。また⽔産業においても同様の問題が⻑らく指摘されており、⽣産量や⽔産従事者の減
少に⻭⽌めがかからない状況です。

上記のような背景から、当センターは、農業、⽔産業を中⼼とした⾷料⽣産効率化のための技術開発、学際
的な議論の場を通じた産官学の⾷料⽣産コミュニティの形成と⼈材育成、関連企業との連携による⾷料⽣産技
術の実践および社会還元を⽬的として設置されました。とくに、ICT技術、UAV制御技術、リモートセンシン
グ技術、⾃律⾛⾏ロボット技術、画像センシング技術、2次元、3次元可視化技術、⽔循環モデル、などの技術
を⾷料⽣産分野の技術と融合させ、これらの技術をベースにして我が国の産業再⽣に加えて、地⽅創⽣にも貢
献していきたいと考えています。
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